
１ 古道あるき・古道さがし

昨年は中山道ができて４００年ということで、

各地で街道や宿場を訪ねるイベントが繰り広げ

られました。一昨年は東海道が４００年と、この

ところイベントに誘われてか、街道あるきが人

気になっています。

しかし、その自分の住んでいる足元近くに街

道があり古道があることを知らない人は、案外

多いのではないでしょうか。実は数年前までは、

私もその一人でした。

ある日、古本屋で立ち見をしていた本の中に、

古代の東海道が瑞穂区の山崎川のそばを通って

いた、という説を目にしました。私の家はその

近くにあります。

古代の東海道といえば、私にとっては日本武

尊の駆け抜けた道であり、万葉の歌人の通り過

ぎた道です。急に歴史が身近になって、思わず

その本を握り締めることになりました。（図１）

＊

この東海の地は、わが国を東西に分ける拠点

であり、東海道、東山道はもとより、有史以来

様々な道が張り巡らされてきました。どこを歩

いても、そこに、かつて何かの道があったとい

えるかもしれません。

もちろん、その跡が残っていることはあまり

期待できません。が、なかったとしても、仮に

日本武尊（もちろん伝説上の人物です）が駆け抜

けたというロマンがあれば、道は現在と歴史を

結び付けてくれることになります。

以来私は古道がよそ事ではなくなりました。

地図を見れば古い道を探し、昔の道の姿や通り

ぬけた昔の人々をイメージするようになりまし

た。そして、そこから私の古道へのこだわりが

始まることになりました。

２ 名古屋の古道・街道

（１）古代の道

名古屋にはどんな古道があるのでしょうか。

古くは、神話時代になりますが、先ほど述べた
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【１】 名古屋の古き道

図１ 名古屋付近の古代東海道ルート



日本武尊の東征伝説です。大和政権が東国を支

配していく段階では、神話通りではなくても、

相当の軍隊を動かすことのできる道があったに

ちがいありません。この地方でも、熱田から東

国に向けて、少なくとも海沿いの道と山沿いの

道は有ったのだろうと思います。

＊

時代が下がって律令時代になると、五畿七道

が定められ、この地方は東海道に属しました。

律令制による交通制度には、通信を担った「駅

制」と輸送を担った「伝制」がありましたが、駅

制による道は現在の高速道路にも似て道幅も広

く、まっすぐに伸びていたといいます。

現在から見ると、古道と言えば細くて曲がり

くねっていると思いがちです。けれども、なん

と７～８世紀、今から１，３００年も前の道路が国

府と国府を広幅員、直線で結んでいたと、全国

で掘り出される古代道路遺跡が証明しつつあり

ます。

＊

それではその駅路の東海道はこの名古屋のど

こを通っていたのでしょうか。驚くべきことに、

その広幅員の直線道路が市内に痕跡を残してい

ます。

図２は明治２４年測量の陸地測量部の地図です。

図中の▲は古代交通研究会会長の木下良先生が

付けられたものですが、それらを結んだ線が古

代の東海道だとの指摘です。

古代の東海道は、この付近では桑名方面から

名古屋の北西、甚目寺町の萱津で国府のあった

稲沢への道を分け、名古屋を横切って中区の古

渡付近を通り、緑区から豊明市の二村山方面に

ぬけたというのが定説になっています。（図１）

この▲をつなぐ線はまさにその線上にあること

になります。

木下先生はさらに、明治１７年の地籍図によっ

てその直線道路を裏付けるとともに、その幅員

は１５、６�ではなかったかと推察されています。
（図３）

もちろんこの道路の跡は、その後に行われた

区画整理によって跡形も無くなりました。しか

し、ここを古代の道路が通っていたということ

は、この指摘でかなりはっきりと示されている

ように思えます。

（２）中世の道

時代は下がって、鎌倉・室町時代の道はどん

図２ 明治２４年の地図にのこる古代道路跡
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図３ 米野村地籍図に
みる直線道路



なものだったのでしょうか。鎌倉時代は幕府の

あった鎌倉から各地に放射状に道が出来ていた

といいますが、この地方に関係するものとして

は京と鎌倉を結ぶ鎌倉街道（京・鎌倉往還）です。

この時代になると紀行文などからその状況も

垣間見ることができ、現にその跡といわれるも

のが各地に残っています。名古屋市内にもいく

つかありますが、中でも有名なのは南区の呼続

から桜本町にかけての道です。

鎌倉街道は、市内では古代の道と同じように、

市の北西の萱津から、中区の古渡を通り、南西

の二村山へと市内を横断したとされています。

しかし南区のあ

たりは時代によ

ってもいくつか

のルートがあっ

たようです。

桜本町を通る

道は、明治２４年

の地図にも出て

いて、わずか５００

�くらいですが
東西に伸び、西

側は段差で切れ

たような道にな

っています。

（図４）

この道は、地下鉄桜本町駅のすぐ近くで、駅

の３番出入口を出てすぐを西に入ると名鉄本線

の踏切がありますが、これを渡って西北西にま

っすぐ伸びる道です。幅は３�弱。９尺道とい
うのでしょうか。江戸時代以降は街道ではなか

ったため、周りは現代の住宅ばかりで、古道ら

しさはありません。

西に進むと中ほどで江戸時代の東海道と交差

しますが、この手前に道に沿って黄竜寺と地蔵

院があります。前者は室町時代の創建とされま

すが、後者は鎌倉時代に鋳造されたという鉄の

お地蔵さんで湯浴地蔵といわれています。戦災

等で傷んでしまい、頭と両掌に原形をとどめる

のみです。鎌倉街道とは関わりがあるのでしょ

うか。

さて、東海道を過ぎて西に向かうと、また静

かな住宅地の中の道になります。少し行くと正

面にお寺が見えてきます。白毫寺で、街道はそ

の右手に坂を下って行きます。白毫寺は江戸時

代の創建ですが、境内の向こう側は当時海だっ

たため、「年魚市（あゆち）潟勝景地」の碑が立っ

ています。この辺の笠寺台地の１０�近い段差の
ため、鎌倉時代は入り江を見渡す景勝地だった

のでしょう。街道は寺の右の坂を下った所から、

船で熱田や瑞穂区の井戸田に渡ったといいます。

（３）近世・近代の道

時代はさらに下がって、近世・近代に入りま

地蔵堂湯浴地蔵（鋳鉄）座像図４ 明治の地図に残る鎌倉街道跡

細く長くつづく古道跡



す。江戸時代、明治時代の道は今もいろんな所

に残っています。幕府の管理した道、藩の管理

した道を始め、様々な物を運んだ道、寺社への

参拝や巡礼の道など、４００年の歴史とともにた

くさんの道が街の中に埋め込まれています。

次回からは、順を追って、それらのいくつか

を訪ねてみることにしたいと思います。

３ 古道さがし・古道あるき

古道をあるく楽しみとは何でしょうか。ひと

つは、その街の歴史が分かってくることでしょ

う。古道をさがし、あるくことによって、思わ

ぬ街の発見をすることがあります。昔は海だっ

たとか、川はこちらを流れていたとか、現道は

裏道だった…などと。

しかしもうひとつ大切にしたいことは、古道

を歩くということが自然にその身を歴史の中に

置くことになることです。過去から現在を見る

ことによって、観光地を歩いたり、文化財を訪

ねたりするのとは違う、「盛衰」という厳しい現

実をまのあたりにすることになるからです。

古道を歩いても、そこには見るべき物が何も

ないかもしれません。しかし、それだからこそ、

ゾッとするような無常感にうたれるときがある

のです。

いにしえの みちに隠れし 春ありて
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